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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年11月15日(2012.11.15)

【公表番号】特表2012-505398(P2012-505398A)
【公表日】平成24年3月1日(2012.3.1)
【年通号数】公開・登録公報2012-009
【出願番号】特願2011-530563(P2011-530563)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  22/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   8/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  22/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  22/00    　　　Ｓ
   Ａ６１Ｂ   8/00    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  22/02    　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｎ  22/00    　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月27日(2012.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体の物理的な特性を検査する方法において、
　前記物体の領域内に２次元又は３次元で局所化された音響振動を前記物体に適用するス
テップと、
　同時に、前記物体を、３０ＴＨｚ以下の範囲の周波数を有する照射電磁波で照射するス
テップであって、前記音響振動の振動方向が前記照射電磁波の伝播方向に平行な成分を有
し、前記領域内の物体の音響振動が照射電磁波の周波数から前記音響振動及びその倍数の
周波数だけシフトしたドップラー成分を含む散乱電磁波を生成するステップと、
　前記領域において生成された前記散乱電磁波を受信し、前記受信した散乱電磁波から、
前記ドップラー成分の少なくとも１つの特徴を表すデータを導出するステップとを有する
方法。
【請求項２】
　前記物体は、人間又は動物組織である請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記照射電磁波の周波数の範囲は、１００ＧＨｚ以下である請求項１又は２記載の方法
。
【請求項４】
　前記照射電磁波の周波数の範囲は、１００ＭＨｚ以上である請求項１乃至３いずれか１
項記載の方法。
【請求項５】
　前記照射電磁波の周波数の範囲は、１０ＭＨｚ～１ＧＨｚである請求項１乃至４いずれ
か１項記載の方法。
【請求項６】
　前記音響振動の振動方向及び前記照射電磁波の伝播方向は、平行である請求項１乃至５
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いずれか１項記載の方法。
【請求項７】
　前記散乱電磁波は、前記照射電磁波の伝播方向に平行又は反平行のラインに沿って受信
される請求項１乃至６いずれか１項記載の方法。
【請求項８】
　前記方法は、異なる周波数の音響振動及び／又は異なる周波数の照射電磁波を用いて実
行され、前記音響振動及び／又は照射電磁波の異なる周波数に関する前記ドップラー成分
の少なくとも１つの特徴を表すデータを導出する請求項１乃至７いずれか１項記載の方法
。
【請求項９】
　前記ドップラー成分の少なくとも１つ特徴は、１つ以上の前記ドップラー成分の振幅又
は位相の少なくとも１つを含む請求項１乃至８いずれか１項記載の方法。
【請求項１０】
　前記ドップラー成分の少なくとも１つの特徴を導出するステップは、前記照射電磁波と
同じ周波数の散乱電磁波の成分からドップラー成分を周波数変調復調するステップを含む
請求項１乃至９いずれか１項記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法は、物体をイメージングする方法であって、
　前記音響振動を適用するステップは、複数の領域において局所化された音響振動を、そ
れぞれの領域において異なる周波数で連続的に又は同時に適用するステップ含み、
　前記散乱電磁波を受信するステップは、前記複数の領域のそれぞれにおいて生成された
散乱電磁波を受信するステップを含み、
　前記データを導出するステップは、前記それぞれの領域について、前記ドップラー成分
の少なくとも１つの特徴を表すデータを導出するステップを含み、
　前記方法は、前記それぞれの領域について、前記導出されたデータを画像データとして
保存するステップを更に有する請求項１乃至１０いずれか１項記載の方法。
【請求項１２】
　前記物体に適用される音響振動は、前記物体内の領域内で３次元で局所化される請求項
１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記音響振動は、異なる領域内で第１の次元及び第２の次元で空間内で局所化された、
同時に伝播する異なる周波数の複数の伝播ビームとして適用される請求項１２記載の方法
。
【請求項１４】
　物体の物理的な特性を検査するシステムにおいて、
　前記物体の領域内に２次元又は３次元で局所化された音響振動を前記物体に適用するよ
うに構成された音響変換装置と、
　前記音響振動の適用と同時に、前記物体を、３０ＴＨｚ以下の範囲の周波数を有する照
射電磁波で照射し、前記音響振動の振動方向が前記照射電磁波の伝播方向に平行な成分を
有し、前記領域内の物体の音響振動が照射電磁波の周波数から前記音響振動及びその倍数
の周波数だけシフトしたドップラー成分を含む散乱電磁波を生成するように構成された送
信構成と、
　前記領域内で生成された散乱電磁波を受信するように構成された受信構成と、
　前記受信した、前記領域内で生成された散乱電磁波からドップラー成分の少なくとも１
つの特徴を表すデータを導出するように構成された信号処理装置とを備えるシステム。
【請求項１５】
　前記照射電磁波の周波数の範囲は、１００ＧＨｚ以下である請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　前記照射電磁波の周波数の範囲は、１００ＭＨｚ以上である請求項１４又は１５記載の
方法。
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【請求項１７】
　前記照射電磁波の周波数の範囲は、１０ＭＨｚ～１ＧＨｚである請求項１４乃至１６い
ずれか１項記載のシステム。
【請求項１８】
　前記音響振動の振動方向及び前記照射電磁波の伝播方向は、平行である請求項１４乃至
１７いずれか１項記載のシステム。
【請求項１９】
　前記散乱電磁波は、前記照射電磁波の伝播方向に平行又は反平行のラインに沿って受信
される請求項１４乃至１８いずれか１項記載のシステム。
【請求項２０】
　前記音響変換装置は、異なる周波数の音響振動及び／又は異なる周波数の照射電磁波を
適用するように構成されており、信号処理装置は、前記音響振動及び／又は照射電磁波の
異なる周波数に関する前記ドップラー成分の少なくとも１つの特徴を表すデータを導出す
るように構成されている請求項１４乃至１９いずれか１項記載のシステム。
【請求項２１】
　前記ドップラー成分の少なくとも１つ特徴は、１つ以上の前記ドップラー成分の振幅又
は位相の少なくとも１つを含む請求項１４乃至２０いずれか１項記載のシステム。
【請求項２２】
　前記信号処理装置は、前記照射電磁波と同じ周波数の散乱電磁波の成分からドップラー
成分を復調するように構成された周波数変調復調器を含む請求項１４乃至２１いずれか１
項記載のシステム。
【請求項２３】
　前記システムは、イメージングシステムであり、
　前記音響変換装置は、複数の領域において局所化された音響振動を、それぞれの領域に
おいて異なる周波数で連続的に又は同時に適用するように構成されており、
　前記受信構成は、前記複数の領域のそれぞれにおいて生成された散乱電磁波を受信する
ように構成されており、
　前記信号処理装置は、前記それぞれの領域について、前記ドップラー成分の少なくとも
１つの特徴を表すデータを導出し、前記それぞれの領域について、前記導出されたデータ
を画像データとして保存するように構成されている請求項１４乃至２２いずれか１項記載
のシステム。
【請求項２４】
　前記音響変換装置は、前記物体内の領域内で３次元で局所化される音響振動を適用し、
第１及び第２の次元の空間内で局所化され、伝播するにつれて異なる領域及び異なる時間
で第３の次元で局所化されるパルスとして前記音響振動を適用するように構成されている
請求項２３記載のシステム。
【請求項２５】
　前記音響変換装置は、前記物体内の領域内で３次元で局所化される音響振動を適用する
ように構成され、
　前記音響変換器のアレイは、前記物体内の領域に３次元で局所化される前記音響振動を
適用するように構成される前記音響変換装置であって、異なる領域で第１の次元及び第２
の次元で空間内で局所化され、伝播するにつれて異なる領域及び異なる時間で第３の次元
で局所化される異なる周波数の複数の伝播ビームとして適用するように構成される請求項
２４記載のシステム。
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